
 

「健康しが」 

◇職場の健康づくり取組事例集◇ 

～社員の健康が企業・地域の活力を生む「企業よし・社員よし・地域よし」～ 
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はじめに

我が国の平均寿命は、生活環境の改善や医学の進歩、保健衛生の向上等によ

り、世界でも高い水準を示しており、本県においても年々伸びてきています。

一方では、社会環境の変化や急速な高齢化の進展とともに、がんや脳卒中、

糖尿病などの生活習慣病の割合が増加し、また要介護者も増加するなど今後の

健康づくりの取組がますます重要になってきています。

本県では、滋賀県健康増進計画である「健康いきいき２１－健康しが推進プ

ラン－」に基づき、県民の豊かな生活と健康寿命の延伸を目指して、これまで

取組を進めてきました。

生涯を通じて健康を保持していくためには、若い世代のうちから取り組むこ

とが極めて重要であるとともに、職場における取組は、働く人の生産性の向上

にもつながることから、今年度、職場での健康づくりの取組を推進することを

目指して、健康いきいき２１地域・職域連携推進会議ワーキング部会を設置し

たところです。

この事例集は、県内の事業所における健康づくりに関する様々な取組をご紹

介することにより、職場での健康づくりや健康経営の一助となることを目的に

作成したものです。事業所や関係者の方々に広くお役立ていただけると幸いで

す。

最後に、この事例集作成にあたり、ご協力いただきました関係者の皆様に厚

く御礼申し上げます。

平成 年 月

滋賀県健康医療福祉部長

藤本 武司
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健康いきいき 地域・職域連携推進会議ワーキング部会の取り組み

多く人は学校を卒業して定年を迎えるまで、おおよそ 年余り働きます。

この働き盛り世代の健康づくりを、職域と地域の関係者が連携して進めるこ

とを目的に、本ワーキング部会がスタートしました。２月に開催した、健康経

営がもたらす「企業よし、社員よし、地域よし」効果を学ぶセミナーには

人を超える参加者があり、県内企業の関心の高さがわかりました。本事例集は、

健康な職場・安全な職場作りに取り組む県内企業の経験を学び合うために作成

しました。

是非、会社や地域の活気につながる社員の健康づくりにチャレンジしてくだ

さい。

平成 年 月

部会長

滋賀医科大学社会医学講座衛生学部門

准教授 垰田 和史

滋賀県健康づくりキャラクター

しがのハグ＆クミ
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社会福祉法人あいの土山福祉会 エーデル土山

【会社概要】
所在地：滋賀県甲賀市土山町北土山2057

事業内容：福祉・介護事業

開設： １９９７年

従業員数： ８２名

社のＰＲ，基本理念など

「至誠・小さな安心から大きな安心へ」

人材確保対策・労働室
もともと労働人口の少ない土山町において、介護職員の確保は困難を

極め、 一時は事業継続が危ぶまれる事態に追い込まれた。

危機感をもった我々は、どうすれば職員が定着するのかを、毎月定

例で１時間協議するＰＴを立ち上げ、様々な働き方改革を実践した。

職員定着＝健康経営に通ずるものがあり、一時は労基署から是正

勧告を受けた事業所が今では、入職待機者が出るまでになった。

中でも特に注力したのが、介護職の離職事由である「腰痛・長時間

労働・メンタル不調」をなくす取組『トリプルゼロ』の推進である。

ＷＬＢの栞
各種休暇の取得や余暇の充実などを小冊子にしてまとめ全職員に

配布している。制度を整備しても実際に利用しなければ意味がない

ため、イラスト付きで分かりやすく規程等について説明している。

また女性の活躍推進のために、男性の家事労働、育児への積極的

参画なども職員のインタビューを交え、分かりやすく解説している。
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①腰痛ゼロ
移乗介助や入浴介助において腰部に負担がかかり、腰痛を引き起こす要

因となっており時には離職に繋がる可能性もある。当施設では人力での移
乗介助は原則行わず、最新の介護機器を多数導入し、腰痛ゼロを目指し
ている。機器導入後、腰痛を理由にした離職はゼロとなっている。

電動リフトを使用した移乗介助を徹底。人力で抱えることはし
ません。(10台以上整備)

Device 1

Device 2

電動移乗リフト

モルテン社製。電気で自動的に体圧分散するので人力での寝
返り介助を行わなくても良い。

自動体圧分散マット

Device 3 アクアタイザー

ウォーターベッド型マッサージ器。休憩中等、使用しています。

②残業ゼロ
長時間労働が慢性化していたが、「時間内にベストの
パフォーマンスを！」というスローガンの元、無駄な業
務や会議を徹底的に効率化。限りなく残業がゼロに近
い、実績を出しています。

残業時間累計 従業員１⼈当たりの年
間残業時間数

平成26年 200時間 0.22
平成27年 146時間 0.16
平成28年 70.25時間 0.07

平成29年※ 73時間 0.09

残業を美学としていた風土を打破するため、ポス
ターを作成。時間内に「カエル」という価値観を周
知。また上司から率先して帰る運動を行いました。

長時間労働是正への周知啓発と共に、業務削
減も徹底しました。毎日、誰がどの業務が原因で
残業しているのかをチェック。長時間労働要因に
なっている業務の削減、改善を進めました。

※Ｈ２９年は１０月末現在のデータ。
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③メンタル不調ゼロ
介護は対人援助業務のためストレスが蓄積しやすい職種

であると言え、メンタルを崩さないために、適切な労務管理
を行いつつ、スタッフの思いや業務の悩み、課題について丁寧
に聞き取りを行い対処しています。

『トーキング（個人面談）』

毎月、各役職者がスタッフと個人面談を行います。仕事上の悩
みがないか、人間関係や家族とのトラブル、また体調などを確認
します。なお職員から希望があった場合も都度、個人面談をす
るよう努めており、普段からのメンタル管理を行っています。

『プリセプターシップ』

新人が入職した場合は年齢の近いスタッフを指導係に選任し
入職後２か月はマンツーマン指導。１年間は毎月の面談時間を
設けリアリティショックの軽減を図り定着率を向上させています。

『モラルハラスメント防止ブック』

セクハラ、パワハラ、マタハラ等のモラルハラスメントの問題点に
ついてイラスト付きで分かりやすく解説。知らず知らずのうちに
嫌がらせをしていないか全職員が学習しています。

様々な職場環境改善策

無料ケア相談
これから心配になってくる親の介護などは
エーデルのケアマネージャーによる相談体制
を整備。安心の体制を構築しています。エー
デルスタッフの介護、育児離職の目標数値は
『0％』です。仕事に専念できます。

健康器具無料使⽤
職員専用の高気密型酸素カプセル、ベッド型マッサー
ジ器などを無料で利用できます。またファイテンの健
康グッズを不定期で無料提供します。（Ｈ29年度 チ
タンネックレス、チタンベルト）今後もさらにスタッ
フ専用の健康器具を順次導入する予定です。

オフィシャルクラブ サポート
エーデルが認めた公式クラブに対して、年間を通
じて運営費を助成します。スタッフの共通の趣味
をクラブ活動として参画することで、チームワー
クも充実します！
（写真はウインタークラブ）

男性スタッフ家事教室
共働きがスタンダードになりつつある現代に
おいて男性の家事スキルは必須能⼒です。
エーデルでは、男性が家事を手伝うといった
レベルではなく『主⼒』になれるよう楽しく
レクチャーしています。

各種健康活動
講師を招いてヨガや運動、美容の専門講習を
受けています。メイクアップ教室などは⼥性
スタッフに⼤好評です。仕事の効率化を図り、
余暇活動の充実に寄与しています。

余剰人員の確保
休みやすい職場環境構築のため、常に余剰⼈員を確保。
介護職については、特定の業務につかない日勤フリー
勤務者がおり、⼦どもの急な体調不良による早退や⽋
勤にも対応できる⼈員配置を⾏っています。
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苦労したこと
スタッフの健康を考える上で働きやすい職場環
境を構築することは必須であるが、最初は機
械を使用した介護や定時に退勤するという活
動に反発や抵抗感を持っている職員もいた。
周知する際には全体一律的な説明を行うだけ
ではなく、個人面談形式で丁寧に説明していっ
た。時間はかかるが、今では様々な実践実現
には近道だったと思っている。

現状の課題とこれから
労働者不足が今後ますます深刻化していく中
で、いかに労働力を確保していくかが問われて
いる。職員の健康管理に法人が覚悟と責任を
もって、一層関わっていきたいと考えている。

かつては労基署から是正勧告を受けていた事業所が今で
は入職待機者が多数出るまでに。離職率も全国平均（介
護事業所）より約10％も低い数値で推移しています。

内閣府女性が輝く先進企業表彰（左）
厚労省イクボスアワード グランプリ受賞（中）
障がい者雇用優良事業所 滋賀県知事表彰（右）
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「健康経営優良法人２０１７」の認定を受けて 

 

芦穂会では創立以来、仕事とプライベートどちら共の充実を目指し、 

“ライフワークバランスの実現”を目標に取り組んでまいりました。 

職員全員が心身共に健康で日々明るく元気に働くには、なによりも 

健康づくりが大切と考え、さまざまな活動を進めております。 

“職員一人ひとりの幸せが、園児・保護者・地域、みんなの幸せへと 

繋がり広がる”そんな素敵な健康経営をこれからも目指していきます。 

 

 

社会福祉法人 芦穂会 

あしほ乳児保育園 

 

所在地：滋賀県湖南市柑子袋 1773-1 

事業内容：保育所 

創立：平成１４年４月１日 

従業員数：２０名 

保育理念：保護者や地域と連携を深め、 

        共に子育てをする。 

        行き届いた環境と保育で、 

生活リズムと調和のとれた 

発達を促す。 
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〇苦労したこと 

各々が隙間時間を見つけるように心がけ、全員で声をかけ合い、作業時間を作る。 

そのためには日々コニュニケーションをとることが最重要と考え、自分の仕事の状況と他 

の職員の状況をお互いが共有しあえるよう、会話の機会を意識的に作るように心掛ける。 

会話を積極的に行うには、親近感を持ち仲間意識を普段から持つことが大切。 

その為に、レクレーションや食事会、休憩の時間や場所の整備などを行う。 

すると日々の会話から、個々の隙間時間の持ち寄りができていき、全員で時間の有効利用が 

叶い、よって大幅な残業時間減に成功した。        

 

〇職員の声 

仕事を溜めることなく定時で帰宅ができると 

体が楽で、体調が良くなり、プライベートも 

充実できてリフレッシュし結果仕事のやる気に繋がった。 

健康アクション宣言 

園児にすくすく元気に育ってほしいと願うなら、職員自身がまず健康でなければなりません。 

大切な子どもの命をお預かりする職員が健康でなければ、保護者の方は安心できないでしょう。 

園児・保護者・地域の健康に貢献するため、芦穂会は職員の心と体を健康に保つよう日々 

取り組みます！                 

 

健康への取り組み 

過重労働対策 

２００４年～ 全職員の月別残業時間を一覧表にし数値化する。 

          月にもよるが、３０時間以上/月、の職員がいるのに対し、０時間の者も。 

          原因を探り、残業時間削減の対策を計画し模索していく。 

   ２０１７年  「健康アクション宣言」事業所登録 

          「健康経営優良法人２０１７」認定 
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〇現状の課題、今後に向けて 

    管理職による定時退勤の声かけなどを行い、過去からの取り組みによって“残業時間０時間 

目標“は、ほぼほぼ定着した。 

だが毎年、退職や新規入職でメンバーが入れ替わっていくと、また新たな関係作りが必要 

となっている現状。 

隙間時間利用の声の掛け合いや気配りも、お互いの気遣いから生まれる。 

    相手を気遣う配慮にも、日々のコミュニケーションが必要不可欠。 

これからもコミュニケーションの促進に向けた取組に力を注いでいきたいと思っております。 

  計画例） 

・ボーリング大会や日帰り旅行などレクレーションの活発化 

・部活動の発足 
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ワークライフバランスの推進

一般事業主行動計画を策定し、社員が仕事と家庭を両立しやすいように取り組んでいます。

平成２２年１月１４日～　滋賀県ワークライフバランス推進企業に登録

【社員の声】

産前産後休暇や育児休暇取得、子ども

の病気での休暇取得への理解があり、

ありがたいです。

介護休暇の取得もできるようになり、

助かっています。
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イクボス宣言もしています

職場で共に働く部下の仕事と生活の調和を応援しながら、
組織の業績も結果を出しつつ、自らも仕事と生活を充実させていく上司を
増やしていきたいと宣言しました。

女性活躍推進企業認定制度にも認証

労働基準法、男女雇用機会均等法、育児・介護休業法等の関係法令を遵守するとともに、
それら法令に適合した就業規則等を整備している企業として
弊社も女性活躍推進企業（二つ星企業）として認証してもらいました。

ワークライフバランスの推進

一般事業主行動計画を策定し、社員が仕事と家庭を両立しやすいように取り組んでいます。

平成２２年１月１４日～　滋賀県ワークライフバランス推進企業に登録

【社員の声】

産前産後休暇や育児休暇取得、子ども

の病気での休暇取得への理解があり、

ありがたいです。

介護休暇の取得もできるようになり、

助かっています。
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従業員同士のコミュニケーションを促進しています

監督・作業員は現場、事務員は社内。
必要なときに電話で会話するだけは、一体感も生まれません。
創立当初からのアットホームな雰囲気の会社。

新入社員、中途採用者がいれば都度歓迎会等を開催し、
社員同士のコミュニケーションの場を設けています。
お花見は社員の家族も参加し、交流を図っています。

◇４月初旬：お花見（社員家族も参加型）
◇６月頃：ＡＵＣゴルフ杯
◇６月（隔年）：温泉旅行
◇８月中旬：創立記念祝・慰労会 【お花見の様子】

◇１２月：忘年会

【AUCゴルフ杯】

もちろん受動喫煙対策もしています

創業当初から分煙しており、平成28年11月新社屋が出来た際には、
喫煙ルームを設置しました。

【事務所内は禁煙】

【喫煙ルーム】
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「健康経営優良法人２０１７」認定

AUCが福利厚生を充実させる前提に・・・

『社長の考え』

社員・社員家族が充実していてほしい。
社員・社員家族、皆が健康であってほしい。

起業当初から、
「仕事と家庭の両立がしやすいようにしたらいい」
と声をかけて下さる社長。

会社の成長には、
まず、社員・社員家族の健康と充実が必要。

ワークラーフバランスの推進
イクボス宣言
女性活躍推進企業認定制度

・
・
・

従業員同士のコミュニケーションを促進しています

監督・作業員は現場、事務員は社内。
必要なときに電話で会話するだけは、一体感も生まれません。
創立当初からのアットホームな雰囲気の会社。

新入社員、中途採用者がいれば都度歓迎会等を開催し、
社員同士のコミュニケーションの場を設けています。
お花見は社員の家族も参加し、交流を図っています。

◇４月初旬：お花見（社員家族も参加型）
◇６月頃：ＡＵＣゴルフ杯
◇６月（隔年）：温泉旅行
◇８月中旬：創立記念祝・慰労会 【お花見の様子】

◇１２月：忘年会

【AUCゴルフ杯】

もちろん受動喫煙対策もしています

創業当初から分煙しており、平成28年11月新社屋が出来た際には、
喫煙ルームを設置しました。

【事務所内は禁煙】

【喫煙ルーム】
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堅田電機株式会社 
【会社概要】
本社所在地：滋賀県大津市真野 丁目
事業内容： 製造業の 受託一貫生産

・基板設計～生産
・ハード ソフトウェアの開発

創業： 年 月
本社従業員数： 名
海外拠点： 中国 昆山･東莞 香港 タイ
全拠点従業員数： 名

 
社訓：会社の繁栄を基に、我々の生活をより豊かにし、

より良き社会を創りましょう。

本社外観 

全社一斉定時退社日の取組み 

【毎週水曜日を全社一斉定時退社日に】
年 月 日より、取り組みを開始しました。

業務効率の改善向上を通して早期終業を促進し、早期終業に伴って見出した時間を家族との
余暇ふれあい、趣味、スポーツに費やす等、社員のＱＯＬ（ 生活の質）向上を目指すことを目的としています。

しかし、開始からしばらくの間は取組みが浸透せず、定時退社率が「約 ％」と高くない数値でした。

【取組の浸透まで ＜事前周知と分析の徹底＞ 】

◎事前周知
・定時退社日当日にポスターの掲示
・当日午後 時に社内放送

「定時退社日」を再認させ、当日業務の取捨選択、ペース配分を

適切に行ってもらうようにしました。

 ↑ 定時退社日にはこのようにポスターを掲示しています。 
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◎分析
・定時退社日翌日に、定時退社率の集計結果を掲示
・定時退社できなかった部門には対策書を提出してもらい、次回に活かします。

【 取組みが浸透した結果 】
事前周知と分析を行った結果、開始よりしばらくは年間定時退社率が
約 ％だったのに対し、 年 月～ 年 月の過去 年においては平均で ％となりました。
その中でも、 年 月～ 年 月においては か月間連続で定時退社率 ％を達成しています。

↓ 部課別の定時退社率を毎週集計しています。 

↓定時退社率に応じてコメントしています。 

【全社一斉定時退社日の効果】

◎全社員へのアンケート結果
・夕食を家族と一緒に食べることができた。
・子供とお風呂に入ることができた。
・読書等自己啓発の時間が増えた。
・スポーツや趣味の時間に使えた。
・今日あった出来事を家族とゆっくり話ができた。
・早く帰宅できるので、家事片づけがはかどった。

・・・など

％以上の社員が自己啓発 健康保持増進 の向上に繋がったとの回答でした。
しかし、持ち帰りで仕事を行っている従業員も少数おり、今後も課題が残っています。
すべての従業員が の向上に繋がったと感じられるよう、これからも取組みの継続・改善を行います。

★厚生労働省の「働き方・休み方改善ポータルサイト」にも
弊社の取組みが、事例として掲載されています。
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年次有給休暇（年休）の取得促進 
【一斉有給取得日】
年休の計画的付与制度により、夏季休暇に年休を組み合わせて
長期休暇の取得を促進しています。
夏季に 日間を有給取得日としていますが、この設定は、
「子供さんの夏休みに、より多く一緒に過ごせるよう」との思いが背景にあります。
 

【時間単位年休制度】
日や半日単位でなく、 時間単位での年休取得を可能としています。
これにより、個人の事情に即した年休取得が可能になり、働きやすい環境づくりの促進にも繋がっています。

【入社時に 日付与】
弊社では「入社時に 日」年休の付与を行っています。 その後、入社から ヶ月経過後の「法廷付与日」に加えて 日付与します。
この制度は、入社 ヶ月以内であっても休まざるを得ない事由が発生する可能性を考えてのことです。

↑2017年度実績 

【がん検診・任意検診の受診勧奨】
定期健康診断の際、 歳以上は原則全員がん血液検査を受診し、
費用は全額会社負担としています。
腹部超音波検査、胃がん検査の費用は半額会社負担としています。

【感染症予防対策】
産業医に来社いただき、インフルエンザの予防接種を行っています。費用の半額を会社が負担しています。

【メタボリックシンドローム該当者への面談】
実施期間に、医師・保健師・管理栄養士に来社頂き、面談を行っています。
指導場所は社内の応接室・会議室を提供しており、面談時間は就業時間に含みます。

【朝のラジオ体操】
毎朝就業前にラジオ体操を行い、
・朝にラジオ体操を行うことで身体を目覚めさせ、
始業直後のミスや注意散漫による危険行為等を無くす
・筋肉を伸ばすことによって柔軟性を高め、怪我を防止する
・継続的に同じ時間に身体を動かすことによって、生活リズムを整える

…等、健康維持や怪我防止に努めています。

健康づくりへの取組み 

↑ラジオ体操風景 

＜検診の費用負担＞
「全額会社負担」・・・がん血液検査
「半額会社負担」・・・腹部超音波検査、胃がん検査
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「従業員の元気は会社の元気」 
 
会社が元気であるためには、従業員ひとりひとりが 
心身ともに健康で、活き活きと働くことが大切です。 
 
「健康経営優良法人 2017」の認定を受け、 
社内で健康づくり・ワークライフバランスに関する意識が 
より高まっています。従業員同士の会話でもそういった会話
を耳にする機会が増えました。 
 
堅田電機はこれからも従業員の健康増進を推進し、 
従業員ひとりひとりが健康で元気に働ける環境づくりを 
目指します。 

「健康経営優良法人 2017」認定 
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タカタ株式会社彦根製造所活動方針 
☆全従業員が活き活きと働ける安全な職場を目指す  

 
 

▲転倒ヒヤリハットマップ、ロコモ資料の掲示  

タバコの自動販売機を撤去し、 
全従業員に禁煙を推奨していますが 
喫煙者の年齢が高く、さまざまな国の人間が 
在籍していることもあり、難しいのが現状です。 
現在は分煙化を図り、喫煙者と禁煙者が 
快適に共存できる環境づくりをしています。 

 
 

 
 

2.転倒防止の啓発活動 

3.建物内全面禁煙（2016年5月～）  1. 就業前のラジオ体操 

▲屋外休憩所（禁煙席）  ▲屋外休憩所（喫煙席）  

充実した健康管理のもと、活気のある職場づくりに努めています！ 

 

・取り組みが認められ表彰頂きました！ 
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長浜キヤノン 株式会社

【会社概要】 
所在地：滋賀県長浜市国友町 番地

創 立： 年 月 日

従業員：約 名

事業内容：プリンター本体などの周辺機器事業
トナーカートリッジ・感光ドラムなどの化成品事業

主要製品：レーザービームプリンタ、トナーカートリッジ、アモルファスシリコンドラム

☆「健康で働けることは何よりも幸せなこと」という考えのもと、企業理念の１つに
「健康第一主義」を掲げています。

滋賀県健康寿命延伸プロジェクト
企業部門 最優秀賞受賞

主な健康づくりへの取り組み

①生活習慣病予防
（食生活・運動・睡眠）

②メンタルヘルス対策

③喫煙対策

④がん検診受診促進
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①生活習慣病予防
【食生活】
食堂業者とタイアップし、栄養バランスが優れ、かつ低カロリーのメニュー（SMARTメニュー）
を食堂で毎日提供。
SMARTメニューを食べながら減量にチャレンジするイベントを実施。

【運動】
毎年、ウォーキングイベントを開催。
個人やチームで歩数を競い、表彰や景品の贈呈などあり。

【睡眠】
睡眠に対して心配事がある社員を対象に、睡眠計の貸与と計測結果のフィードバック・保健
指導を実施。

SMARTメニュー⼀例

睡眠計測結果
⼀例

②メンタルヘルス対策

【ラインケア】
部下を持つ社員向けに年に1回以上、研修会を開催。
ストレスチェックの始まった2016年以降、組織診断結果を⽤いた研修会を管理職向けに実施。

【セルフケア】
⼊社１・２年目の社員向けにメンタルヘルス教育を実施。
2年目社員向け研修では「エゴグラム」を⽤い、⾃⾝の特性について理解を深める研修を実施。

【事業場内産業保健スタッフ等によるケア】
相談対応・ストレスチェック後のフォロー・メンタルヘルス不調による休業者への対応などを
適時実施。
メンタル不調による休業から復帰した社員について、必要と判断された場合は復職⽀援
プログラムでフォローを実施。
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③喫煙対策
【環境整備】
〜構内禁煙化までの取り組み〜
2014年：建屋内喫煙室環境測定
2015年：安全衛生委員会での審議 → 建屋内喫煙室半減 →

建屋内喫煙室全廃・屋外喫煙所の設置
2016年：構内禁煙化

【啓発活動】
・喫煙者向けの情報提供冊子を作成し、喫煙所に設置。
・職場安全衛生委員会等での受動喫煙に関する教育。
・社内報にてタバコに関する情報提供。
・禁煙成功者への取材と、社内HPなどでの紹介。
・労働組合新聞にて、タバコに関する情報提供。

【禁煙サポート】
・禁煙希望者向けの禁煙セミナー開催。
・希望者への個別禁煙フォロー実施。

社内報

喫煙所設置の冊子

【啓発活動】
・社内報にて受診を勧める理由やがん予防について情報提供。
・がん検診に関し、専⽤の時間を設けて集団教育を実施。
→ 「希望する職場」「社内における年代別教育時」「育児休職者への説明会時」

・安全衛生委員会にて課別の受診率を公表→それをもとに受診勧奨。

【受診環境整備】
・2〜3か月毎に契約先健診機関におけるがん検診予約会を実施。
・健康⽀援室スタッフによるがん検診予約代⾏の実施。
・受診率の低い職場に対する声かけと予約代⾏の実施。

④がん検診受診促進

社内報

がん検診予約会

16.3 15
26.8 31.5

69.3
78.7

0
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がん検診受診率
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会社概要・経営理念
創業 昭和30年 創業63周年（2018.3）
設立 昭和33年 設立60周年を迎えます（2018.12）
従業員数 295名
本社 滋賀県近江八幡市
支店 東京・横浜・大阪
ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社 湘南分析センター（横浜）

Hiyoshi India Ecological
Services Pvt. Ltd.（インド）

経営理念

会社は社会に貢献しなければ存続できない。
またそれを支える技術をもって初めて社会に貢献できる。

近江商人の「三方よし」の考えに
「次世代よし」を加えた「四方よし」の実践

株式会社 日吉

従業員のメンタルヘルス対策について

2015年12月に「労働安全衛生法」が改正されて、従業員が50名以上いる事業所では

毎年1回ストレスチェックを従業員に対して実施することが義務づけられました。

当社ではＷｅｂを利用したストレスチェックが受検できる環境を準備し、2016年8月、1回目のストレス

チェックを実施。しかしストレスチェックの結果は本人にのみ知らされ、事業所には受検者数と集団

的分析データのみが知らされるため、会社として高ストレス者に対して、具体的な対策を講じること

ができませんでした。

2017年8月、2回目のストレスチェック時には、改善策として精神保健相談票（評価指標）を作成し、

高ストレス者が産業医と面談した際に聞き取った情報を、本人の同意が得られた範囲で会社に提供

していただくようにし、会社としても高ストレス者に対しての具体的な対策を取り組めるようにしました。

2017年8月 第2回 ストレスチェック実施
ストレスチェック受検者 従業員の約30％
うち、高ストレス者 受検者の約10％
※ストレスチェック受険は従業員の任意
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※今後の課題として対応策を検討中

START

高ストレス値

希望する

希望しない

提供なし

提供あり

・ストレスについてのセルフケ指導
・生活習慣についての指導
（食事・睡眠・運動習慣・飲酒・
喫煙・余暇・他）

・医療機関への受診勧奨、
医療機関紹介
・うつ病等の徴候についての情報
提供

必要に応じた就業上の
措置の実施
・配置変更
・フレックス勤務
など

ストレス者への対応

受検する

受検しない

低ストレス値

対応なし

対応なし

対応なし
要対応（※）

産業医対応

産業医対応
会社対応

ストレスチェック実施通知
【全従業員】

ストレスチェック実施
【希望者】

産業医面談希望確認
【高ストレス者】

産業医面談実施
【高ストレスの希望者】

精神保健相談票の
会社への提供確認

【産業医面談受診者】

高ストレス者への対応

ストレスチェック実施フロー

従業員が自分のストレス状態を知り、会社側も職場環境の状態を把握してストレスの改善につなげ

るためには、まずストレスチェックの受検率を上げていきたいと思います。次回実施時には

①全従業員にストレスチェックの重要性を伝える

②結果が使用目的と同意なしに閲覧されないことの周知

③受検の時間を設ける

④部署ごとの未受検者の傾向を出し、それに応じた対策を立てる

以上の対応で受検者の向上を目指していきます。

また、高ストレス者で医師面接を希望しない人へのフォローにも対策を練る必要があります。

今後の対応としては、メンタルヘルス不調者は回復過程の判断が難しいので、職場だけで取り組める

ものではなく産業医と連携し長期的なケアを行う。そしてストレスの内容を解析し、ストレスの原因

そのものを減らし、メンタルヘルス不調となる社員を未然に防いでいくことも課題として考えています。

その他の健康管理活動

・定期健康診断 ・特殊健康診断

・婦人科検診 ・熱中症対策講習

・インフルエンザ予防接種

・破傷風予防接種 他

現状の課題、今後に向けて
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社内ボウリング大会

交通安全教室

部署の枠を超えたコミュニケーションの促進

運転技術と運転マナーの向上による交通事故予防

健康づくり活動

有志による運動サークル

野菜づくり・収穫作業

運動不足の解消を目的とした健康づくり

有機農法による作物栽培
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屋内全面禁煙化の経過

 人や物が増えて手狭になり、休憩室や会議室等の拡
充の必要性が生じた

 受動喫煙防止の時流や非喫煙者からの苦情もあり、
総括安全衛生管理者、各職場の管理職がリーダー
シップをとり、屋内喫煙所を順次縮小・廃止し、屋外喫
煙所設置へ

 最後に残った来客用喫煙コーナーは工場長がリー
ダーシップをとり廃止。

 受動喫煙の影響が残る事務棟屋外喫煙所について
は喫煙ルールを別途定めて対応。（昼休み時間の駐
輪場への移動等）

 人や物が増えて手狭になり、休憩室や会議室等の拡
充の必要性が生じた

 受動喫煙防止の時流や非喫煙者からの苦情もあり、
総括安全衛生管理者、各職場の管理職がリーダー
シップをとり、屋内喫煙所を順次縮小・廃止し、屋外喫
煙所設置へ

 最後に残った来客用喫煙コーナーは工場長がリー
ダーシップをとり廃止。

 受動喫煙の影響が残る事務棟屋外喫煙所について
は喫煙ルールを別途定めて対応。（昼休み時間の駐
輪場への移動等）

三菱ﾛｼﾞｽﾈｸｽﾄ株式会社

３
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喫煙所配置図（2013年4月）

２Ｆ

来客用

三菱ﾛｼﾞｽﾈｸｽﾄ株式会社

屋内喫煙所

屋外喫煙所

４
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喫煙所配置図（2017年12月）

事務棟喫煙所
従業員通用口
社用バス乗降場

三菱ﾛｼﾞｽﾈｸｽﾄ株式会社

昼休みのみ事務
棟喫煙所の代替

として運用

５
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効果（抜粋、要約）
• 屋内全面禁煙になったおかげで大変助かっている。

ちょっとした煙でも嫌な気分になったり頭痛になったり
するケースがあるからです。

• 喫煙者自体の姿を見ることがなくなり、それが普通の
状態になっており、非喫煙者の立場からすると上手く
分煙が進んでいると感じます。

• 事務棟内、工場内での臭いがなくなりました
• 喫煙場所が遠くなり不便になった感じはあると思い

ますが、行く回数は減っているように感じます。
• 工場にいる限りではタバコの匂いはしてきません。

喫煙時間のルールは守られていると思います。

効果（抜粋、要約）
• 屋内全面禁煙になったおかげで大変助かっている。

ちょっとした煙でも嫌な気分になったり頭痛になったり
するケースがあるからです。

• 喫煙者自体の姿を見ることがなくなり、それが普通の
状態になっており、非喫煙者の立場からすると上手く
分煙が進んでいると感じます。

• 事務棟内、工場内での臭いがなくなりました
• 喫煙場所が遠くなり不便になった感じはあると思い

ますが、行く回数は減っているように感じます。
• 工場にいる限りではタバコの匂いはしてきません。

喫煙時間のルールは守られていると思います。

従業員へのインタビュー結果

喫煙対策の取り組みに対しての感想・意見（自由回答）

三菱ﾛｼﾞｽﾈｸｽﾄ株式会社

６
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株式会社ＵＡＣＪ製箔 滋賀工場

企業理念
ＵＡＣＪ製箔は、お客様の満足と信頼を得る製品とサービスの提供
に努め、堅実・健全な事業発展を通じて広く社会に貢献します。

【会社概要】

所 在 地：滋賀県草津市山寺町笹谷61－8

事業内容：非鉄金属圧延・加工業

開 設：昭和５８年10月

従業員数： ２５４名（派遣・請負社員含）

２０１２年 ７月 受動喫煙に対してヒヤリハット報告あり

「非喫煙社員より受動喫煙を受ける環境を

何とかしてほしい」との意見

☞安全衛生委員会にて対策審議
・禁煙分科会を立ち上げ社内の現状調査

・社員へのアンケート実施

（全従業員対象1回、喫煙者対象2回）

２０１３年 ４月 安全衛生委員会にて今後の方向性を審議

☞２０１４年４月から工場敷地内全面禁煙化を
目標としたスケジュール作成

☞２０１３年９月～ 喫煙指定時間を設定

受動喫煙防止活動① －現状把握と計画－
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受動喫煙防止活動② －受動喫煙対策内容－

・2014年4月1日 滋賀工場内全面禁煙開始

準備期間を設けて全面禁煙を実施したが喫煙率は

開始前 38.7％に対して36.6％と大きく変化無しの

状態であった。

・2014年１２月 分煙化をめざした分科会設置

全面禁煙をスタートしたが喫煙率の低下も無く、工場敷地外

での喫煙がみられるなど、モラル問題も発生したため、全面

禁煙見直しの検討を開始した。

・2015年7月1日 工場敷地内分煙化

管理した分煙化で禁煙ではなく節煙への方針へ変更

（工場敷地内に一箇所喫煙場所を設定）

○苦労した点

準備期間を設けて禁煙費用支援を行いながら全面禁煙
を開始したが、準備期間中には喫煙者から喫煙時間枠の
拡大要望を受ける状態で喫煙率を低下させる事は出来な
かった

○非喫煙者の声

屋内全面禁煙になったおかげで副流煙を吸うことも

無くなってよかったとの声は多数得られた。

○今後の課題

全面禁煙から管理した分煙化に取り組んだ事で喫煙者

の節煙効果は出せたが、喫煙率低下には効果なく、禁煙
に向けての動機付けの不足を痛感した。

喫煙者本人が禁煙したいと思える動機付けを行うことが
今後の課題である。
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・健康成績から見える滋賀工場の問題点

・健康成績からのアクション
 従業員の運動不足改善が必要

 工場として従業員に運動する機会を与える
 従業員の食習慣の改善指導が必要

 産業医・看護師が面談にて個別指導

健康診断結果からの健康増進への取組①

☞平均年齢の上昇にともない健康成

績は悪化

☞全国・滋賀平均と比較しても成績

が悪い

☞この中でも、血中脂質の有所見者

率が滋賀県平均と比較して１６．５

％も高い状況

健康診断結果からの健康増進への取組②

• つまづき予防体操の講習会開催

 工場内勤務者対象で開催し
２５４名全員が受講した。

• ラジオ体操講習会開催

＊ラジオ体操とは・・・人体すべての筋肉と関節を動かすように構成され

ており、組み合わせ、長さ、負荷、安全性どれをとっても考えぬかれた、

究極の全身運動」といえる体操であり、ラジオ体操の主要な動きのポイ

ントを実演とポイント解説で実施

• 腰痛予防体操講習会

 健康増進の動機付けとして
各講習を開催し運動不足の
改善を呼びかけた。
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健康診断結果からの健康増進への取組③

• カロリーや塩分の摂取量管理の動機付け

工場内食堂メニューのカロリーと塩分摂取の目安を表示開始
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大切な従業員の健康を守るために 「健康経営®」に取り組みましょう!! 

～イキイキとした職場づくりは従業員の健康から！～

「健康経営」とは、企業が従業員の健康に配慮することによって、経営面においても 大きな
成果が期待できる、との基盤に立って、健康管理を経営的視点から考え、 戦略的に実践するこ
とを意味しています。

近年、経済界で自主的にこうした動きが始まり、経済産業省も推進しているほか、金融業界
でも健康経営企業への融資商品が出始めるなど、「従業員の健康リスクは経営リスク」「従業
員の健康づくりに積極的な企業は経営について将来性がある」という認識が徐々に広がりつつ
あります。この資料では、健康経営の意義と、取組みのヒントを紹介します。

１ 「健康経営」の意義とメリット

「健康経営」は特定ＮＰＯ法人健康経営研究会の登録商標です。 

働き盛りの人は、地域（私生活）でなく、職
場で過ごす時間が一日の多くを占めます。職
場を通じて、多くの従業員に健康づくりの意
識付けや支援を行うことが効果的です。

・働く人の健康状態は、労働災害の発生とも
密接に関係します。

・労働災害の発生により、従業員の命や健康
が損なわれることになります。

・さらには、民事訴訟により企業に多額の賠
償命令が下されることもあります。

例えば 長時間にわたる過重な労働

労働基準監督署
による書類送検

労災認定 民事
訴訟

刑事罰や事業場名の公表
社会的信用の失墜 新規採用難 等

多額の
賠償金の支払

法違反
過労死 その他の労働災害

・心疾患や脳血管疾患などは若い頃からの生
活習慣 食生活、運動習慣、喫煙、飲酒等 に
起因するところが大きく、メタボリックシン
ドロームの危険因子の増加により、これらの
病気の発症率が上がります。

・従業員が療養または退職することにより、
企業は、労働力の喪失など大きなダメージを
負うことになります。医療費も増大します。

・健診 検診 に
より早期発見
早期治療する
ことで、健康
を維持でき、
退職すること
なく働くことが
できます。

４つのポイント

④ リスクマネジメント② 生産性が向上

① 職場（企業）が果たす役割は大きい ③企業イメージのアップ

「健康経営」に取り組む際のヒント

① 健康課題をチェックしましょう

・企業ブランドの価値が向上します。
・健康づくりを実践する企業は、学生など求
職者にも魅力的です。

・企業表彰などにより、健康づくりを実践す
る企業として対外的にアピールできます。

☑ 健診結果やストレスチェックから従業員の心身の健康状況を把握しましょう。
☑ 残業時間や有給休暇取得の状況が適切か確認しましょう。

滋賀県・全国健康保険協会（協会けんぽ）滋賀支部
滋賀労働局・滋賀産業保健総合支援センター (2016.7作成） 

メリット制の場合
労災保険料率の上昇



 

平成29年度 

職場の健康づくり取組事例集 

 

発行：滋賀県健康医療福祉部健康寿命推進課 

〒５２０－８５７７ 

滋賀県大津市京町四丁目１－１ 

TEL ０７７－５２８－３６５１ 

FAX ０７７－５２８－４８５７ 


